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　 本 発 明 の 化 合 物 を 、 ミ シ シ ッ ピ ー 大 学 の National Center for Natural Products Resea
rch (NCNPR)に お い て 、 抗 マ ラ リ ア お よ び 抗 リ ー シ ュ マ ニ ア 活 性 を 評 価 す る た め の 標 準 プ
ロ ト コ ー ル に 従 い 、 抗 原 虫 症 ス ク リ ー ニ ン グ に 供 し た 。 こ れ ら ２ 種 の 生 物 体 に 対 す る 化 合
物 の 活 性 を 各 生 物 体 に 対 す る 標 準 の 薬 物 の 活 性 と 比 較 し た 。
　 表 ６ (図 ７ )は 、 マ ラ リ ア 寄 生 虫 (Plasmodium falciparum)の ２ つ の 株 に 対 す る 本 発 明 の
化 合 物 の 活 性 を 示 し て お り 、 １ つ は ク ロ ロ キ ン 感 受 性 (D6ク ロ ー ン )で あ り 、 １ つ は ク ロ ロ
キ ン 耐 性 (W2ク ロ ー ン )で あ る 。 各 化 合 物 の 細 胞 毒 性 も ベ ロ 細 胞 を 使 用 し て 評 価 し た 。 デ ー
タ は 、 本 発 明 の 化 合 物 が 抗 マ ラ リ ア 薬 と し て の ク ロ ロ キ ン ま た は ア ル テ ミ シ ニ ン よ り も 活
性 で あ る こ と を 示 し て い る 。
　 表 ７ (図 ８ )は 、 マ ラ リ ア 寄 生 虫 に 対 す る 本 発 明 の 選 択 さ れ た 群 の 化 合 物 の 活 性 を 示 し て
い る 。 こ れ ら の 化 合 物 は 、 表 ６ (図 ７ )に お い て 試 験 し た 化 合 物 と 異 な る 合 成 ロ ッ ト に 由 来
す る 。 こ の こ と は 、 本 発 明 の 化 合 物 の 抗 マ ラ リ ア 薬 と し て の 活 性 を 確 証 し て い る 。
　 表 ８ (図 ９ )は 、 リ ー シ ュ マ ニ ア 寄 生 虫 に 対 す る 本 発 明 の 化 合 物 の 活 性 を ペ ン タ ミ ジ ン の
活 性 に 匹 敵 す る 活 性 に よ っ て 示 し て い る 。
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